
年

月

日

主
な
県
の
対
応
等

H23

12

19

・�

４
県（
宮
城
・
神
奈
川
・
新
潟
・
静
岡
）の
知
事
が
共
同
で
、国
に
医
学
部
新
設
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

H24

7

6

・�

県
議
会
が
厚
生
労
働
省
へ
東
北
地
方
へ
の
医
学
部
新
設
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

H25

4

17
！�

内
閣
総
理
大
臣
宛
て
医
学
部
新
設
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

9

26

・�

全
国
医
学
部
長
病
院
長
会
議
が
医
学
部
新
設
に
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

10

4

・�

知
事
が
安
倍
総
理
と
会
談
し
、医
学
部
新
設
を
要
望

11

・�

宮
城
県
医
師
会
が
医
学
部
新
設
に
反
対
す
る「
大
学
医
学
部
新
設
に
関
す
る
要
望
書
」を
知
事
、　　

安
倍
総
理
、関
係
省
庁
大
臣
他
に
送
付

12

17

・�
復
興
庁
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
が「
東
北
地
方
に
お
け
る
医
学
部
設
置
認
可
に
関
す
る
基
本
方

針
に
つ
い
て
」を
発
表

H26

2

28

・�（
財
）厚
生
会
仙
台
厚
生
病
院
が
東
北
福
祉
大
学
と
連
携
し
、医
学
部
の
新
設
構
想
を
発
表

4

1

・�「
医
学
部
設
置
推
進
室
」を
設
置

15

・�

登
米
市
議
会
が
県
に
医
学
部
新
設
に
よ
る
県
北
の
地
域
医
療
確
保
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

21
！�

新
設
さ
れ
る
医
学
部
の
卒
業
生
を
東
北
地
方
に
定
着
さ
せ
る
た
め
の
方
策
を
公
表

28

・�

文
部
科
学
省
が
医
学
部
設
置
に
係
る
構
想
の
応
募
要
領
を
公
表
し
、受
付
を
開
始

5

21

・�

医
学
部
新
設
に
対
す
る
県
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
公
表

29

・�

知
事
が
記
者
会
見
で
県
立
の
医
学
部
を
新
設
す
る
方
針
を
表
明

30

・�

文
部
科
学
省
が
東
北
地
方
に
お
け
る
医
学
部
設
置
に
係
る
構
想
応
募
の
状
況
を
公
表

6

16

・�

東
北
地
方
に
お
け
る
医
学
部
設
置
に
係
る
構
想
審
査
会（
第
１
回
）の
開
催

7

4

・�

東
北
地
方
に
お
け
る
医
学
部
設
置
に
係
る
構
想
審
査
会（
第
２
回
）の
開
催（
応
募
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
）

8

8

・�

宮
城
大
学
医
学
部
設
置
事
業
に
対
す
る
県
民
意
見
を
募
集（
～
８
月
22
日
）

23

・�

第
１
回
宮
城
大
学
医
学
部
教
育
課
程
・
教
員
等
採
用
検
討
委
員
会
を
開
催

28

・�

東
北
地
方
に
お
け
る
医
学
部
設
置
に
係
る
構
想
審
査
会
構
想
審
査
結
果
発
表（「
東
北
医
科
薬
科
大

学
」構
想
を
選
定
）

9

30

・�「
構
想
審
査
結
果
の
理
由
」及
び「
構
想
審
査
会
に
お
け
る
主
な
意
見
」公
表

H27

3

31

・�

東
北
薬
科
大
学
が
文
部
科
学
大
臣
に
医
学
部
設
置
認
可
申
請
書
を
提
出

4

1

・�「
医
学
部
設
置
推
進
室
」を
再
編
し「
医
師
確
保
対
策
室
」を
設
置

8

31
！�

文
部
科
学
省
か
ら
東
北
医
科
薬
科
大
学
医
学
部
の
新
設
が
正
式
に
認
可

9

17

・�

東
北
医
科
薬
科
大
学
医
学
部
新
設
に
係
る
県
内
自
治
体
病
院
等
説
明
会
の
開
催

H28

2

10

・�

ク
ウ
ェ
ー
ト
国
か
ら
の
支
援
金
を
活
用
し
た「
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
友
好
医
学
生
修
学
基
金
」の
創
設
記
念�

式
典
を
県
庁
で
開
催

4

1

・�

東
北
医
科
薬
科
大
学
医
学
部
に
第
１
期
生
が
入
学

H29

4

1
・�「
医
師
確
保
対
策
室
」を
再
編
し「
医
療
人
材
対
策
室
」を
設
置

県内の人口10万人当たりの医師数の推移

地域ブロック別　
人口10万人当たりの医師数

新設される医学部の卒業生を
東北地方に定着させるための
方策について（イメージ）
～新たな医学生修学資金（ファンド）制度の創設～

（単位：人）

2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018
（H18） （H20） （H22） （H24） （H26） （H28） （H30）

全国（参考） 217.5 224.5 230.4 237.8 244.9 251.7 258.8

宮城県 208.7 218.2 222.9 230.5 232.3 242.6 250.1

医
療
圏

仙南 136.4 131.2 140.5 143.7 147.4 158.3 161.8

仙台 253.7 266.7 269.9 275.7 275.0 284.2 293.1

大崎・栗原 143.0 141.6 149.1 157.5 160.3 171.7 173.6

石巻・登米・気仙沼 127.5 132.8 136.1 143.1 148.4 158.3 163.0

出典：厚生労働省医師・歯科医師・薬剤師統計　隔年12月31日現在
※県内人口は宮城県推計人口（各年10月１日）により算出

出典：厚生労働省　平成30年　医師・歯科医師・薬剤師統計
（H30年12月31日現在）
人口は総務省人口推計（H30年10月1日現在）より算出�

人口10万人当たりの
医師数の差

75.1人

宮城県

ファンド運営主体

東北地方
230.7人

 新設医学部（大学）

医学生
�修学（６年）、初期研修（２年）

③勤務
（初期研修終了
　後、10年間）

※将来的に縮小・廃止の場合、　　
　拠出者に返還

学校法人（大学） その他の団体等

拠出・寄附

①資金提供
④会費納入

②貸付契約
 （入学時）

 医師数は
「西高東低」の傾向
 東北は最下位

�地域 医師数 順位
北海道 254.0 ５位
東北 230.7 ８位
関東 244.7 ６位
中部 231.8 ７位
近畿 285.5 ４位
中国 290.1 ３位
四国 305.8 １位
九州・沖縄 297.2 ２位

四国地方
305.8人

医師派遣を受けた病院を
経営する自治体等

2 1

東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
前
か
ら
宮
城
県

は
仙
台
市
以
外
の
地
域
で
慢
性
的
な
医
師
不

足
に
陥
っ
て
お
り（
左
表
）、
震
災
で
さ
ら
に

こ
の
状
況
に
拍
車
が
か
か
り
、
地
域
医
療
の

再
生
・
充
実
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。
県

は
、
平
成
23
年
12
月
に
４
県
共
同
で
医
学
部

新
設
の
要
望
を
行
っ
た
の
を
端
緒
に
粘
り
強

く
国
へ
の
要
望
活
動
を
行
い
、
平
成
25
年
12

月
17
日
、
１
９
７
９
年
以
来
と
な
る
医
学
部

の
新
設
が
３
省
庁
合
意
で
発
表
さ
れ
た（「
東

北
地
方
に
お
け
る
医
学
部
設
置
認
可
に
関
す

る
基
本
方
針
に
つ
い
て
」）。

基
本
方
針
に
掲
げ
ら
れ
た「
大
学
と
地
方

公
共
団
体
が
連
携
し
、
卒
業
生
が
東
北
地
方

に
残
り
、
地
域
の
医
師
不
足
の
解
消
に
寄
与

す
る
方
策
を
講
じ
る
こ
と
」を
踏
ま
え
、
県
は
、

独
自
の「
資
金
循
環
型
医
学
生
修
学
資
金（
フ

ァ
ン
ド
）制
度
」や「
医
学
部
新
設
等
支
援
費

補
助
金
」等
の
新
た
な
制
度
設
計
を
行
っ
た
。

宮
城
県
内
か
ら
は
、
東
北
福
祉
大
学
と
東
北

薬
科
大
学
が
応
募
の
意
思
表
明
を
し
て
い
た

が
、
応
募
締
切
り
の
直
前
に
な
り
、
東
北
福

祉
大
学
が
応
募
を
断
念
。
県
は
支
援
す
る
側

か
ら
一
転
、
県
立
宮
城
大
学
医
学
部
と
し
て

応
募
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
26
年
８
月
、
国
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

東
北
医
科
薬
科
大
学
の
構
想
が
選
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
県
は
、
地
域
医
療
の
現
場
に

お
い
て
、
東
北
大
学
等
の
関
係
機
関
と
東
北

医
科
薬
科
大
学
の
橋
渡
し
や
調
整
の
役
割
を

担
う
こ
と
と
な
る
。

平
成
27
年
８
月
、
文
部
科
学
省
か
ら
東
北

医
科
薬
科
大
学
医
学
部
新
設
が
正
式
に
認
可

さ
れ
た
。

福室キャンパス（出典：東北医科薬科大学）ダビンチ実習（出典：東北医科薬科大学）授業の様子（出典：東北医科薬科大学）

転
機
と
な
っ
た
取
組
等

！

医
学
部
の
新
設

Ⅸ
創
造
的
復
興

55

Ⅸ 

創
造
的
復
興
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医
学
部
新
設
へ
の
根
回
し

平
成
23
年
～
平
成
25
年
10
月

国
へ
の
要
望
活
動

東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら
宮
城
県
は
仙
台
市
以
外
の

地
域
で
医
師
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
震
災
に
よ
り

沿
岸
部
の
医
療
機
関
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
医
師
不

足
が
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
事
態
と
な
り
、
地
域
医
療
の

再
生
・
充
実
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。

平
成
23
年
12
月
、
医
師
不
足
の
問
題
を
抱
え
る
４
県

（
宮
城
・
神
奈
川
・
新
潟
・
静
岡
）
の
知
事
が
共
同
で
、

国
に
医
学
部
新
設
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
。
翌
平
成
24

年
７
月
に
は
宮
城
県
議
会
が
国
に
東
北
地
方
へ
の
医
学

部
新
設
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
す
る
が
、
琉
球
大
学

以
来
、
30
年
以
上
医
学
部
は
新
設
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国

の
動
き
は
鈍
か
っ
た
。

平
成
25
年
４
月
、
県
は
総
理
大
臣
宛
て
に
医
学
部
新

設
の
要
望
書
を
提
出
。
こ
こ
か
ら
粘
り
強
い
要
望
活
動

を
続
け
、
同
年
10
月
４
日
に
知
事
が
安
倍
総
理
と
首
相

官
邸
で
会
談
し
、
医
学
部
新
設
を
要
望
し
た
こ
と
か
ら

国
の
動
き
が
加
速
さ
れ
た
。

 

医
療
整
備
課
職
員

「
医
務
班
の
ふ
だ
ん
の
業
務
は
、
医
療
機
関
や
医
療

法
人
な
ど
の
許
認
可
業
務
や
指
導
監
督
業
務
が
メ
イ

ン
で
、
医
師
の
確
保
対
策
は
担
当
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
他
の
班
員
は
全
て
本
来
業
務
を
や
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
専
ら
私
だ
け
が
こ
の
医
学
部
新
設
の
業
務

を
担
当
す
る
、
一
人
親
方
で
し
た
」

「
全
国
的
に
医
師
不
足
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
具

体
的
に
は
医
師
の
地
域
偏
在
だ
っ
た
り
、
診
療
科
の

偏
在
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
医
師
不
足

県
で
も
あ
る
の
で
、
な
ん
と
か
本
県
が
選
ば
れ
る
よ

う
に
他
県
の
情
報
も
集
め
つ
つ
、
県
と
し
て
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
で
ど
う
い
っ
た
支
援
制
度
が
可
能
な
の

か
、
財
源
を
ど
う
す
る
の
か
、
そ
う
い
っ
た
部
分
を

検
討
し
て
い
き
ま
し
た
」

循
環
型
の
ス
キ
ー
ム平

成
26
年
１
月
～
５
月

新
た
な
医
学
生
支
援
制
度
の
設
計

国
の
基
本
方
針
発
表
以
後
、
県
は
医
学
部
新
設
の
た

め
の
新
た
な
制
度
設
計
を
進
め
た
。
基
本
方
針
に
掲
げ

ら
れ
た「
大
学
と
地
方
公
共
団
体
が
連
携
し
、
卒
業
生

が
東
北
地
方
に
残
り
、
地
域
の
医
師
不
足
の
解
消
に
寄

与
す
る
方
策
を
講
じ
る
こ
と
」を
踏
ま
え
、
県
が
主
体
と

な
っ
た
新
た
な
資
金
循
環
型
の
医
学
生
修
学
資
金（
フ

ァ
ン
ド
）制
度
を
創
設
し
、
平
成
26
年
４
月
に
公
表
し
た
。

ま
た
、
５
月
に
は
上
限
を
30
億
円
と
し
た
、キ
ャ
ン
パ
ス

整
備
を
行
う
支
援
策
の「（
仮
称
）医
学
部
新
設
等
支
援

費
補
助
金
」を
創
設
し
た
。

 

医
学
部
設
置
推
進
室
職
員

「
フ
ァ
ン
ド
の
制
度
設
計
は
か
な
り
議
論
し
て
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
ま
し
た
。
循
環
型
と
い
う
ス

キ
ー
ム
を
今
回
新
し
く
作
っ
た
ん
で
す
ね
。
社
団
を

構
え
て
、
そ
こ
に
県
が
原
資
貸
付
け
を
し
て
、
自
治

体
、
病
院
等
々
の
方
に
は
そ
の
社
団
に
会
員
と
し
て

入
っ
て
い
た
だ
い
て
、
会
費
と
い
う
形
で
修
学
資
金

に
相
当
す
る
金
額
を
収
め
て
い
た
だ
く
と
い
う
形
で
。

そ
の
会
費
を
次
年
度
以
降
の
将
来
の
学
生
に
ま
た
貸

し
付
け
て
循
環
し
て
い
く
、
そ
う
い
う
仕
組
み
に
で

き
な
い
か
な
と
考
え
た
わ
け
で
す
」

「
具
体
的
に
は
一
人
３
０
０
０
万
円
、
10
年
間
を
義

務
年
限
と
し
て
貸
し
付
け
る
ス
キ
ー
ム
で
す
。
一
人

年
間
３
０
０
万
円
か
け
て
ま
で
、
そ
の
卒
業
生
の
ド

ク
タ
ー
を
病
院
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
そ

を
表
す
指
標
と
し
て
人
口
10
万
人
当
た
り
の
医
師
数

が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全
国
平
均
に
比
べ
て
宮

城
県
は
そ
ん
な
に
極
端
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
態
と
し
ま
し
て
は
、
宮

城
県
の
中
で
仙
台
医
療
圏
と
そ
れ
以
外
の
医
療
圏
で
、

医
師
の
偏
在
が
大
変
深
刻
化
し
て
お
り
ま
し
て
、
そ

こ
に
対
し
て
な
ん
と
か
手
当
て
を
す
る
た
め
に
、
東

北
大
学
と
は
別
の
新
た
な
医
学
部
が
必
要
で
あ
り
、

東
北
地
方
に
医
学
部
の
新
設
を
要
望
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
」

「
医
学
部
新
設
の
許
認
可
権
限
を
も
っ
て
い
る
の
は

文
部
科
学
省
な
ん
で
す
が
、
実
は
文
部
科
学
省
に
は

要
望
に
行
っ
て
い
な
く
て
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
話

は
政
治
判
断
し
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
与

党
の
代
議
士
を
専
ら
訪
問
し
て
、
根
回
し
を
し
て
い

ま
し
た
。
被
災
地
の
我
々
の
話
を
よ
く
聞
い
て
い
た

だ
け
て
、
恐
ら
く
被
災
地
で
な
け
れ
ば
、
そ
う
い
う

話
を
ま
と
も
に
聞
い
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
参
考
と
な
る

助
言
も
頂
き
な
が
ら
、
最
後
に
安
倍
総
理
に
対
し
て

要
望
書
を
提
出
す
る
に
至
り
ま
し
た
」

極
め
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題

平
成
25
年
９
月
～
10
月

関
係
団
体
か
ら
の
反
発

知
事
が
安
倍
総
理
と
会
談
を
行
う
前
月
の
９
月
、
全

国
医
学
部
長
病
院
長
会
議
が
医
学
部
新
設
に
慎
重
な
対

応
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
て
お
り
、
会
談
直
後
の

10
月
11
日
に
は
、
宮
城
県
医
師
会
が
医
学
部
新
設
に
反

対
す
る「
大
学
医
学
部
新
設
に
関
す
る
要
望
書
」を
知
事
、

の
費
用
負
担
に
見
合
う
か
ど
う
か
が
、
こ
の
ス
キ
ー

ム
の
肝
で
す
。
そ
れ
に
か
な
う
資
質
を
も
っ
た
優
秀

な
ド
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
は
、
当
然
前
提
と
し
て
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
前
に
３
０
０
万
円
の

コ
ス
ト
を
ど
う
捉
え
る
か
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
意
見
交

換
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
ね
。
結
果
と
し
て
、

ド
ク
タ
ー
一
人
を
確
保
す
る
た
め
の
経
費
が
、
数

百
万
円
か
か
っ
て
い
る
実
態
が
分
か
り
ま
し
て
、
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
的
に
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
い

と
い
う
感
触
を
得
て
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
」

「
関
係
者
間
の
合
意
形
成
や
意
見
調
整
が
大
変
で
し

た
。
今
（
令
和
３
年
２
月
時
点
）
で
も
ま
だ
卒
業
生

が
出
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
費
用
負
担
が
ま
だ
始
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ま
だ
道
半
ば
の
仕
組
み
な
の
で
、
あ

れ
は
素
晴
ら
し
い
仕
組
み
だ
っ
て
言
い
切
る
こ
と
が

で
き
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
一
応
ス
タ
ー
ト
の
時
点

で
の
考
え
方
と
し
て
は
、
特
色
の
あ
る
ス
キ
ー
ム
に

は
で
き
た
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
」

「
４
月
時
点
で
は
、
二
つ
（
東
北
薬
科
大
学
と
東
北

福
祉
大
学
）
は
手
を
挙
げ
ら
れ
て
意
思
表
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
が
採
択
さ
れ
た
と
し
て
も
県
は

同
じ
よ
う
に
支
援
し
ま
す
と
い
う
説
明
会
を
開
き
ま

し
た
。
両
校
に
き
て
い
た
だ
い
て
、
奨
学
金
貸
付
け

の
シ
ス
テ
ム
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
補
助
金
を
出

し
ま
す
と
い
う
説
明
を
し
て
、
快
く
受
け
止
め
て
い

た
だ
け
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
」

県
の
立
場
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

平
成
26
年
３
月
～
５
月

大
学
附
属
病
院
の
課
題　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
学
の
医
学
部
に
は
附
属
病
院
が
必
要
と
な
る
。
応

募
を
表
明
し
て
い
た
東
北
薬
科
大
学
、
東
北
福
祉
大
学

と
も
に
附
属
病
院
に
関
し
て
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
東

安
倍
総
理
、
関
係
省
庁
大
臣
ほ
か
約
１
０
０
人
に
送
付

し
た
。
主
な
反
対
の
理
由
と
し
て
、
次
の
４
点
が
挙
げ

ら
れ
た
。

●�

医
学
部
新
設
は
勤
務
医
の
引
き
抜
き
に
よ
り
被
災
地

の
地
域
医
療
を
崩
壊
さ
せ
る

●�

被
災
地
の
医
師
数
は
既
に
回
復
し
て
お
り
、
最
優
先

は
医
師
の
偏
在
解
消

●�

医
学
部
定
員
は
大
幅
に
増
え
て
お
り
、
医
学
部
新
設

は
国
費
の
無
駄
遣
い

●�

医
学
部
新
設
は
医
師
の
粗
製
濫
造
に
拍
車
、
医
療
レ

ベ
ル
を
低
下
さ
せ
る

 

医
療
整
備
課
職
員

「
こ
の
問
題
は
極
め
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
部
分
が
あ

り
ま
し
て
、
そ
も
そ
も
地
元
の
医
師
会
や
大
学
は
、

医
学
部
新
設
に
つ
い
て
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
。
は
っ
き
り

言
っ
て
し
ま
え
ば
反
対
と
い
う
姿
勢
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
被
災
県
で
あ
る
岩
手
県
、
福
島
県
も
地
元
の

医
師
会
、
大
学
を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
が
反
対
さ
れ
て
い
る
と
い
う
構
図
が
も
う
出

来
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。
両
県
は
本
県
以
上
に
医

師
不
足
が
深
刻
な
ん
で
す
が
、
表
立
っ
て
賛
成
と
は

言
っ
て
い
た
だ
け
ず
、
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
」

「
医
師
の
粗
製
濫
造
に
よ
っ
て
医
療
の
質
が
低
下
し

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
一
番
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
以
前
に
、
実
は
全
国
的
に
医
師
が
足
り
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
医
学
部
の
定
員
数
を
期
限
付
き

で
増
や
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
効
果
が
出
る
か

ら
、
も
う
少
し
待
っ
て
く
れ
と
。
新
た
に
医
学
部
を

作
る
必
要
は
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
言
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
地
元
の
方
で
は
、
新
た
に
医
学

部
を
作
る
と
医
師
免
許
を
も
っ
て
い
る
方
が
教
員
と

し
て
必
要
な
の
で
、
ま
す
ま
す
沿
岸
部
の
医
師
不
足

が
加
速
化
し
て
し
ま
う
た
め
、
反
対
を
さ
れ
て
い
た

状
況
で
し
た
」

北
薬
科
大
学
の
所
在
す
る
仙
台
圏
域
は
、医
療
法
上
、病

床
数
を
増
や
せ
な
い
地
域
で
あ
り
、
新
た
な
病
院
の
確

保
が
必
要
で
あ
っ
た
。
一
方
、
東
北
福
祉
大
学
は
仙
台

厚
生
病
院
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
、
病
床
数
を
増
や
す
余

裕
の
あ
る
栗
原
市
立
病
院
を
核
と
す
る
構
想
を
打
ち
出

し
た
が
、
仙
台
圏
か
ら
離
れ
て
お
り
、
学
生
の
確
保
や

附
属
病
院
の
経
営
に
課
題
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況

下
、
東
北
福
祉
大
学
側
か
ら
県
立
の
循
環
器
呼
吸
器
病

セ
ン
タ
ー
を
大
学
附
属
病
院
と
で
き
な
い
か
と
い
う
打

診
が
あ
っ
た
。

 

医
学
部
設
置
推
進
室
職
員

「
薬
科
大
学
さ
ん
は
若
林
区
に
あ
る
病
院
を
サ
テ
ラ

イ
ト
型
附
属
病
院
に
す
る
と
い
う
ス
キ
ー
ム
を
打
ち

出
さ
れ
た
。
一
方
で
、
東
北
福
祉
大
学
さ
ん
は
、
栗

原
市
立
病
院
と
い
う
病
床
を
新
設
増
築
も
で
き
る
構

想
を
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
学
生
の
募
集
や
附
属

病
院
の
経
営
と
い
う
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
の
弱
み
が

出
て
き
ま
す
の
で
、
そ
こ
が
対
立
構
造
と
し
て
ど
う

い
う
ふ
う
に
認
可
側
に
捉
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
、

我
々
は
懸
念
し
て
い
ま
し
た
」

「
東
北
福
祉
大
学
さ
ん
側
か
ら
、
県
立
の
循
環
器
呼

吸
器
病
セ
ン
タ
ー
を
大
学
附
属
病
院
に
組
み
入
れ
る

と
い
う
形
に
も
っ
て
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
相

談
を
受
け
ま
し
た
。
も
し
、
そ
ち
ら
の
構
想
が
認
め

ら
れ
た
ら
、
県
と
し
て
協
力
を
す
る
こ
と
に
し
た
ん

で
す
ね
。
薬
科
大
学
さ
ん
と
し
て
は
、
不
公
平
感
を

も
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
我
々
と
し
て

は
そ
う
い
う
つ
も
り
は
な
く
、
そ
の
前
に
フ
ァ
ン
ド

と
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
補
助
金
は
当
然
公
平
な
条
件

を
提
示
し
て
い
ま
す
し
、
薬
科
大
学
さ
ん
は
仙
台
圏

域
だ
か
ら
、
我
々
は
同
じ
よ
う
な
協
力
を
し
た
く
て

も
で
き
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
『
東
北
福
祉
大
学
の

構
想
が
採
用
さ
れ
れ
ば
』
と
い
う
条
件
付
き
な
の
で

理
解
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
進
み
ま
し
た
」

特
命
業
務
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
整
っ
た

平
成
25
年
12
月

医
学
部
設
置
許
可
の
基
本
方
針
発
表

平
成
25
年
11
月
、
県
は
医
学
部
設
置
支
援
担
当（
３

人
）を
設
置
し
、
体
制
の
強
化
を
図
っ
た（
翌
年
４
月
に

医
学
部
設
置
推
進
室
に
、
さ
ら
に
平
成
27
年
４
月
に
医

師
確
保
対
策
室
に
再
編
）。
同
年
12
月
17
日
、
復
興
庁
・

文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
の
３
省
庁
で「
東
北
地
方

に
お
け
る
医
学
部
設
置
認
可
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を

発
表
。
そ
の
目
的
に
は「
震
災
か
ら
の
復
興
、
今
後
の

超
高
齢
化
と
東
北
地
方
に
お
け
る
医
師
不
足
、
原
子
力

事
故
か
ら
の
再
生
と
い
っ
た
要
請
を
踏
ま
え
つ
つ
、
将

来
の
医
師
需
給
や
地
域
医
療
へ
の
影
響
も
勘
案
し
、
東

北
地
方
に
１
校
に
限
定
し
て
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

場
合
に
医
学
部
新
設
に
つ
い
て
認
可
を
行
う
こ
と
を
可

能
と
す
る
」と
記
さ
れ
て
い
た
。
国
は
、
１
９
７
９
年
以

来
、
医
学
部
の
新
設
を
抑
制
し
て
き
た
が
、
特
例
と
し
て
、

医
学
部
の
新
設
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

医
学
部
設
置
推
進
室
職
員

「
医
学
部
の
新
設
に
関
し
て
は
、
報
道
レ
ベ
ル
で
の

情
報
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
異
動
辞
令
の

内
示
が
あ
っ
た
と
き
は
、
何
事
だ
と
い
う
感
じ
が
正

直
あ
り
ま
し
た
ね
。
青
天
の
霹へ
き
れ
き靂
と
い
う
の
は
こ
れ

だ
ろ
う
な
と
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
特
命
業
務
で
し
た

か
ら
、
ま
ず
自
分
の
中
で
知
識
を
整
理
し
つ
つ
、
今

後
ど
う
い
う
動
き
を
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
１
か

月
考
え
ま
し
た
。
12
月
17
日
、
国
か
ら
基
本
方
針
が

示
さ
れ
て
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
と
い
う
明
確
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
整
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て

邁ま
い
進
し
て
い
こ
う
と
３
人
で
が
ん
ば
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
」

「
栗
原
、
登
米
の
方
が
医
師
不
足
が
顕
著
で
あ
る
と

い
う
状
況
の
中
、
東
北
に
１
校
と
な
り
ま
し
た
か
ら
、

こ
れ
ま
で
熱
心
に
新
設
の
活
動
を
し
て
き
た
の
は
本

県
が
競
争
相
手
に

平
成
26
年
５
月

県
立
大
学
構
想
の
発
表

５
月
30
日
の
医
学
部
新
設
の
応
募
締
切
り
を
目
前
に

控
え
た
５
月
25
日
。
仙
台
厚
生
病
院
を
運
営
す
る
一
般

財
団
法
人
厚
生
会
と
東
北
福
祉
大
学
、
栗
原
市
の
計
画

が
断
念
に
追
い
込
ま
れ
た
。
調
整
が
進
ん
で
い
た
こ
と

か
ら
、
県
で
は
急
き
ょ
、
こ
の
構
想
を
基
本
的
に
引
き

継
ぐ
形
で
、
５
月
29
日
、
栗
原
市
に
１
学
年
60
人
の
キ

ャ
ン
パ
ス
と
６
０
０
床
の
附
属
病
院
を
整
備
す
る
県
立

宮
城
大
学
医
学
部
構
想
を
記
者
発
表
し
た
。
東
北
薬
科

大
学
に
と
っ
て
は
、
県
が
競
争
相
手
に
な
る
と
い
う
想

定
外
の
構
図
と
な
っ
た
。

 

医
学
部
設
置
推
進
室
職
員

「
学
生
の
募
集
、
居
住
環
境
、
ド
ク
タ
ー
の
募
集
、

患
者
さ
ん
が
集
ま
っ
て
附
属
病
院
の
経
営
が
成
り

立
つ
ほ
ど
の
人
口
規
模
が
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
資
金
計
画
に
落
と
し
込
ん
で
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト

す
る
と
非
常
に
厳
し
い
と
い
う
結
果
が
出
た
よ
う

で
、
最
終
的
に
福
祉
大
学
の
方
で
は
、
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
形
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が

本
当
に
土
壇
場
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
栗
原
市
と
し
て

は
、
市
立
病
院
を
附
属
病
院
化
す
る
っ
て
い
う
こ
と

で
、
浮
沈
か
け
て
や
る
ん
だ
と
い
う
覚
悟
の
下
で
批

判
や
反
発
も
受
け
て
ま
で
決
断
し
た
の
に
、
い
わ
ば

は
し
ご
を
外
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で

す
ね
」

「
確
か
栗
原
市
の
方
か
ら
要
望
と
い
う
形
で
頂
い
た

と
思
う
ん
で
す
よ
。
こ
こ
は
県
立
医
学
部
と
し
て
、

腹
を
く
く
って
県
と
市
共
同
で
や
って
い
く
こ
と
に
し

て
く
れ
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
要

望
を
受
け
て
知
事
が
決
断
し
た
と
いっ
た
こ
と
に
尽
き

る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
ジェッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
って

い
る
気
分
で
し
た
ね
。
そ
れ
が
締
切
り
直
前
の
話
で

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

Ⅸ 

創
造
的
復
興
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医
学
部
設
置
推
進
室
職
員

「
教
授
陣
を
い
か
に
し
て
確
保
す
る
か
。
そ
の
見
込

み
が
立
た
な
い
と
当
然
な
が
ら
、
申
請
書
は
単
な
る

紙
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
。
後
は
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
内
容
で
す
ね
。
ほ
と
ん
ど
寝
る
時
間
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
書
い
て
あ
る
中
身
を
理
解
す
る
た
め

に
、
ベ
ー
ス
を
作
っ
た
東
北
福
祉
大
学
側
か
ら
、
一

つ
一
つ
御
教
示
い
た
だ
く
。
ス
タ
ッ
フ
で
そ
の
内
容

を
確
認
し
な
が
ら
、
日
に
何
度
も
知
事
に
御
説
明
し

て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
ね
」

「
結
果
ど
う
い
う
形
を
取
っ
た
か
と
い
う
と
、
知
事

を
中
心
と
し
た
様
々
な
人
脈
の
つ
て
で
医
学
部
長
候

補
者
に
た
ど
り
着
き
ま
し
て
、
構
想
が
認
可
さ
れ
た

な
ら
ば
、
そ
の
方
の
人
脈
で
、
人
材
を
確
保
で
き
る

見
通
し
を
立
て
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
臨
み
ま
し
た
。
た

だ
そ
れ
は
地
元
で
長
く
高
度
医
療
、
地
域
医
療
、
災

害
医
療
等
々
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
東
北
大

学
か
ら
す
れ
ば
、
ど
う
い
う
思
い
に
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
の
は
、
当
然
我
々
と
し
て
も
思
い
至
る
と
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
し
た
。
地
元
か
ら
人
材
を
引
き
抜
く
こ

と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
条
件
と
の
ジ
レ
ン
マ
に
悩

み
ま
し
た
」

県
立
大
学
の
理
念
は 

評
価
さ
れ
た
が
…

平
成
26
年
９
月
～
現
在

東
北
医
科
薬
科
大
学
の
新
設
が
決
定

平
成
26
年
９
月
２
日
、「
東
北
地
方
に
お
け
る
医
学
部

設
置
に
係
る
構
想
審
査
会
」を
経
て
、
国
に
よ
っ
て
認

可
申
請
を
可
能
と
す
る
１
校
と
し
て
学
校
法
人
東
北
薬

科
大
学
の「
東
北
医
科
薬
科
大
学
」構
想
が
選
定
さ
れ
た
。

宮
城
県
立
大
学
構
想
は
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
県
内

に
医
学
部
を
新
設
す
る
と
い
う
当
初
の
目
標
は
達
成
さ

れ
た
。
平
成
28
年
２
月
に
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
か
ら
の
支

援
金
を
活
用
し
た「
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
友
好
医
学
生
修
学

基
金
」を
設
立
し
、
資
金
循
環
型
医
学
生
フ
ァ
ン
ド
の

財
源
を
確
保
、
制
度
の
実
現
に
至
っ
た
。

こ
れ
以
降
、
県
に
は
、
東
北
大
学
等
地
域
の
医
療
関

係
機
関
等
と
新
設
の
東
北
医
科
薬
科
大
学
の
間
の
調
整

を
担
う
役
割
が
期
待
さ
れ
た
。
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「
文
科
省
か
ら
審
査
会
の
概
要
、
結
論
等
々
の
説
明

に
き
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
言
わ
れ
た

の
が
、
実
は
理
念
や
今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
踏

ま
え
た
医
学
部
の
在
り
様
と
し
て
、
宮
城
県
立
大
学

構
想
が
高
い
評
価
を
得
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

何
が
評
価
に
至
ら
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
今
回
は

被
災
地
の
復
興
支
援
が
一
番
大
事
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

す
か
ら
、
予
定
さ
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
も
っ
て
、

被
災
地
の
早
期
の
復
興
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
形
が

よ
り
具
体
化
さ
れ
て
い
る
も
の
が
必
要
だ
と
。
理
念

は
結
構
だ
け
れ
ど
も
、
県
立
大
学
を
本
当
に
や
ろ
う

と
し
た
場
合
に
、
二
山
も
三
山
も
越
え
な
い
と
や
っ

て
い
け
な
い
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
支
障
を
き
た
す
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
評
価
を
さ
れ
た
と
い
う
説
明
で

し
た
。
迅
速
な
被
災
地
の
復
興
に
対
応
で
き
る
形
に

な
っ
て
い
る
か
っ
て
い
う
点
で
、
薬
科
大
学
に
後
れ

を
取
っ
た
と
い
う
説
明
で
し
た
ね
」

「
宮
城
に
医
学
部
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

我
々
が
提
示
し
て
い
た
フ
ァ
ン
ド
の
シ
ス
テ
ム
を
薬

科
大
学
に
受
け
止
め
て
い
た
だ
い
て
、
一
定
程
度
の

き
ち
っ
と
し
た
医
師
を
輩
出
し
、
地
元
に
定
着
さ
せ

る
仕
組
み
が
、
担
保
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
。
評
価
し
て

い
た
だ
い
た
理
念
を
、
可
能
な
限
り
薬
科
大
学
さ
ん

の
構
想
に
生
か
し
て
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
た

だ
こ
う
と
頭
を
切
り
替
え
て
や
っ
て
い
き
ま
し
た
」

現
状
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
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「
ま
ず
現
状
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
で

す
ね
。
な
ぜ
医
学
部
が
必
要
な
ん
だ
ろ
う
と
。
そ
れ

が
き
ち
っ
と
自
分
で
説
明
で
き
な
い
こ
と
に
は
、
反

対
者
に
対
す
る
説
明
も
当
然
で
き
ま
せ
ん
。
曲
が
り

な
り
に
も
県
立
大
学
の
構
想
や
理
念
の
部
分
が
、
評

価
が
高
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
そ
こ
に
つ
い
て
の
我
々
の
、
宮
城
県
と
し
て
の

整
理
が
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
な
と
、
自
分
と
し

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

し
た
か
ら
、
何
が
起
き
た
ん
だ
ろ
う
と
本
当
に
思
い

ま
し
た
。
福
祉
大
学
さ
ん
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
考

え
方
や
構
想
の
資
料
を
土
台
に
し
て
も
らって
構
わ
な

い
と
快
く
言
っ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
、
こ
こ
か
ら

は
本
当
に
大
変
な
２
日
３
日
で
し
た
。
ま
ず
も
っ
て
、

県
立
宮
城
大
学
と
の
調
整
が
必
要
で
し
た
し
、
事
実
、

大
変
な
御
面
倒
を
お
か
け
し
ま
し
た
」

「
薬
科
大
学
さ
ん
は
や
は
り
忸じ
く
じ怩

た
る
思
い
を
持
っ

て
お
ら
れ
た
感
じ
は
し
ま
し
た
。
最
初
に
栗
原
市
の

構
想
が
出
た
と
き
か
ら
そ
っ
ち
側
に
立
っ
て
い
た
ん

じ
ゃ
な
い
の
っ
て
言
わ
れ
た
の
は
事
実
で
す
ね
。
そ

れ
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
う
い
う
経
過
の

下
で
、
結
果
こ
う
い
う
判
断
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

を
、
真
摯
に
申
し
上
げ
ま
し
た
。
県
議
会
を
は
じ
め

県
民
の
皆
様
か
ら
も
、
何
を
考
え
て
い
る
ん
だ
っ

て
い
う
声
は
上
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い

ま
す
。
む
し
ろ
応
援
し
て
く
れ
る
声
の
ほ
う
が
大
き

か
っ
た
こ
と
は
、
徹
夜
作
業
の
癒
や
し
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
で
非
難
轟ご
う
ご
う々
だ
っ
た
ら
、
な
ん
の
た
め
に

や
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
心
が
折
れ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」

知
事
の
つ
て
を
頼
り
に平

成
26
年
５
月
～
７
月

難
航
す
る
教
授
陣
の
確
保

平
成
26
年
５
月
30
日
、
医
学
部
新
設
の
募
集
に
は
国

際
復
興
記
念
大
学（
福
島
県
）、
東
北
薬
科
大
学（
仙
台
市
）

及
び
宮
城
県
立
大
学
の
３
校
が
名
乗
り
を
上
げ
た
。
県

が
東
北
福
祉
大
学
か
ら
構
想
を
引
き
継
い
だ
段
階
で
は

教
授
陣
は
白
紙
の
状
態
だ
っ
た
。
応
募
の
留
意
点
と
し

て
、
教
員
や
医
師
の
引
き
抜
き
に
よ
り
地
域
医
療
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
７

月
４
日
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
ま
で
の
教
授
陣
の
確
保
は
困
難

を
極
め
た
。

型
ど
お
り
で
は
な
い
創
意
工
夫
が
必
要
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「
宮
城
県
職
員
と
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
法
律
や
ル
ー

ル
に
基
づ
い
て
き
ち
っ
と
業
務
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
一
方
で
、
震
災
か
ら
の
復
旧
復

興
、
そ
し
て
そ
こ
に
『
創
造
的
』
と
い
う
３
文
字
が

つ
い
て
い
る
わ
け
で
、
型
ど
お
り
の
復
旧
で
は
な
く

て
、
更
な
る
復
興
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
と
い
う

創
意
工
夫
が
必
要
で
す
。
そ
れ
が
県
だ
け
で
は
な
く

て
、
民
間
や
県
民
の
方
々
と
一
緒
に
作
り
上
げ
る
と

い
う
部
分
で
、
そ
れ
ま
で
の
お
役
所
の
仕
事
と
は
違

う
進
め
方
、
取
組
が
必
要
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

平
時
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
仕
事
を 
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「
ご
く
短
期
間
で
質
・
量
と
も
に
求
め
ら
れ
る
業
務

に
当
た
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
仕
事

へ
の
取
組
方
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
、
日
々
、
反
省

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
業
務
を
担
当
す
る
前
の
い
ろ

い
ろ
な
業
務
の
と
き
に
、
あ
と
一
歩
踏
み
込
ん
で
取

り
組
ん
で
い
れ
ば
、
も
う
少
し
何
か
貢
献
で
き
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
出
す
と
き
が
今
で
も
あ
り
ま

す
。
日
々
の
仕
事
が
、
特
定
の
大
事
な
時
期
の
仕
事

を
乗
り
越
え
る
糧か
て
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
」

医
者
を
育
て
る
に
は
10
年
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「
あ
の
と
き
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
言
わ
れ
た
『
医
者

を
一
人
育
て
る
の
に
何
年
か
か
る
と
思
っ
て
い
る
ん

だ
。
２
年
３
年
の
話
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。
10
年
ス
パ

ン
で
物
事
を
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
に
、
そ
う
い

っ
た
長
期
的
な
展
望
で
君
た
ち
は
や
っ
て
い
る
の

か
』
と
い
う
お
叱
り
の
声
を
非
常
に
身
に
し
み
て
感

じ
て
お
り
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
こ
の
仕
事
を

引
き
継
い
で
、
現
在
携
わ
っ
て
い
る
方
が
苦
労
し

て
い
る
部
分
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
感
じ
つ
つ
、

他
の
県
に
な
い
形
で
の
医
学
部
新
設
に
な
っ
た
と
誇

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
」

災
害
対
応
の
経
験
か
ら 

学
ん
だ
こ
と

令
和
６
年
度
か
ら 

現
場
に
出
る
準
備
を
進
め
て
い
る
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「
ま
っ
さ
ら
な
と
こ
ろ
か
ら
、
逆
風
の
中
で
仕
事
を

さ
れ
て
き
た
と
い
う
の
を
聞
き
ま
し
て
、
自
分
に
置

き
換
え
た
ら
と
思
う
と
、
ゾ
ッ
と
し
な
が
ら
聞
い
て

い
た
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
皆
さ
ん
が
が
ん
ば
っ
て
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
金
の
卵
た
ち
が
や
っ
と
５
年

生
、
来
年
（
令
和
３
年
）
４
月
か
ら
は
６
年
生
と
い

う
こ
と
で
、
令
和
６
年
度
か
ら
現
場
に
出
る
と
。
今

そ
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
県
内
の
医

療
機
関
、
そ
れ
ぞ
れ
に
核
と
な
る
先
生
た
ち
が
東
北

大
学
出
身
の
方
も
多
い
の
で
、
東
北
大
学
と
東
北
医

科
薬
科
大
学
が
二
人
三
脚
で
進
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
橋
渡
し
を
す
る
の
も
、
我
々
の
仕
事
か
な
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
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